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 I．様式 

 

 1．地区防災計画作成のテンプレート 

 

【テンプレート 01】危険箇所の洗い出し 

危険範囲（住所等） 危険の種別 範囲内の主な施設 想定される被害 

1     

2     

3     

4     

5     

6     

7     

8     
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【テンプレート 02】被害予測と減災目標 

№ 被害予測 対策（減災目標） 

1   

2   

3   

4   

5   

6   

7   

8   
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【テンプレート 03】対策と課題 

№ 減災目標に対する対策 対策実行上の課題 

1 日頃の

準備 

① ① 

2 災害時

の行動 

① ① 

3 復 旧 ・

復興期

の活動 

① ① 
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【テンプレート 04】課題に対する検討項目 

№ 対策（減災目標） 検討項目 

1 日頃の準備 

 

(1) 影響の大きさ 

 

 

(2) 対策の対象範囲 

 

 

(3) 対策の実践に要する期間 

 

 

(4) 実践計画（考え方） 

 

 

2 災害時の行動 

 

(1) 影響の大きさ 

 

 

(2) 対策の対象範囲 

 

 

(3) 対策の実践に要する期間 

 

 

(4) 実践計画（考え方） 

 

 

3 復旧・復興期の活動 

 

(1) 影響の大きさ 

 

 

(2) 対策の対象範囲 

 

 

(3) 対策の実践に要する期間 

 

 

(4) 実践計画（考え方） 
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 2．地区の防災体制 

 

№ 班名 平常時の役割 災害時の役割 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    
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 3．地区の防災対策に必要な機材類 

 

№ 目的 機材類 

1   

2   

3   

4   

5   

6   

7   

8   

9   

10   
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 4．地区防災計画設定票 

 

【対象地区】           【対象災害】 

 

Ⅰ 予防対策 

 

1．日頃の準備 【テンプレート 04】1．から転載 

 

 

 

 

2．予防対策の必要性 【テンプレート 04】1．(1) から転載 

 

 

 

 

3．予防対策の実施項目 【テンプレート 04】の 1．(2) から転載 

 

 

 

 

4．地域防災計画との関係 

 

 

 

 

 

Ⅱ 応急対策 

 

1．全体的な目標 【テンプレート 04】2．から転記 

 

 

 

 

2．応急対策の必要性 【テンプレート 04】2．(1) から転記 
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【対象地区】           【対象災害】 

 

3．災害応急対策の実施項目  【テンプレート 04】2．(2) から転記 

 

 

 

 

4．地域防災計画との関係 

 

 

 

 

 

Ⅲ 復旧・復興対策 

 

1．全体的な目標 【テンプレート 04】3．から転載 

 

 

 

 

 

2．復旧・復興対策の必要性 【テンプレート 04】3．(1) から転載 

 

 

 

 

 

3．復旧・復興対策の実施項目 【テンプレート 04】3．(2) から転載 

 

 

 

 

 

4．地域防災計画との関係 
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 II．地域防災計画等からの引用 

 

 1．避難勧告等の対象区域（避難勧告等の判断・伝達マニュアルから） 

避難行動に「屋内安全確保」を含めたことから、避難勧告等が発令された場合、同じ避

難勧告の対象区域の中でも、それぞれの避難行動が異なることとなる。対象とする災害が

水害の場合、町民は、洪水ハザードマップをもとに、立ち退き避難が必要な場所なのか、

上階への移動等の屋内安全確保で命の危険を脅かされる可能性がない場所なのかをあらか

じめ確認・認識しておき、避難勧告等が発令された場合に、迷わず避難行動がとれるよう

にする。避難勧告等は立ち退き避難が必要な区域を示して勧告したり、屋内安全確保の区

域を示して勧告するのではなく、避難勧告等は水害の可能性のある範囲全体を対象に発令

する。土砂災害、高潮災害、津波災害は、立ち退き避難を基本とする。 

避難勧告等の判断基準の設定に関するおおまかな作業の流れは下記の通り。 

①対象とする災害の特定 

②避難勧告等の対象とする区域の設定 

③避難勧告等の判断基準の設定 

 

(1) 水害（河川氾濫） 

水害で避難勧告等の対象となる区域は、各河川の洪水ハザードマップの浸水想定区域が

基本となる。ここでは、立ち退き避難が必要な区域（対象建物）を示す。 

①堤防から水があふれたり（越流）、堤防が決壊したりした場合を想定し、堤防に沿って

一定の幅の区域 

②堤防の決壊等で氾濫した場合、浸水深が概ね 0.5ｍを超える区域の平屋家屋 

③堤防の決壊等で氾濫した場合、浸水深が概ね 1.5m～3ｍを超える区域の 2 階建て家屋 

④堤防の決壊等で氾濫した場合、氾濫水が行き止まるなどして長期間深い浸水が続くこと

が想定される区域（命の危険の脅威はないが、長期間の浸水家屋内の孤立が生じるため、

立ち退き避難をする） 

■門川町での該当地域 

対象河川           ：五十鈴川 

浸水が想定される地域：宮ヶ原、東栄町、加草、城屋敷、五十鈴、中須、旭町、本町、

中尾、小松、大池地区付近 

 

(2) 土砂災害 

木造家屋は土砂災害によって倒壊、流失、埋没する危険性があり、命の危険を脅かすこ

とが多いことから、避難勧告等が発令された場合、土砂災害による被害が想定される区域

内では、屋内安全確保とはせず、早めに立ち退き避難を行う必要がある。一方で、土砂災

害に対して十分な耐力を有する鉄筋コンクリート造等の建物で土砂が到達するおそれがな

い上階の場合は、屋内安全確保も考えられる。 

①土砂災害防止法に基づく区域 

②県が調査した区域  
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■門川町での該当地域（土砂災害警戒区域等指定一覧） 

 

 

(3) 高潮災害 

高潮災害は、一度被災した場合、命を脅かす危険性が高いことから、基本的には安全な

地域への移動を伴う立ち退き避難となる。 

①高潮時の波浪が海岸堤防等を越えるなどにより、隣接家屋等を直撃することを想定し、

海岸堤防等から陸側の一定の範囲（海岸堤防に隣接する家屋）等。 

②高潮高が海岸堤防等の高さを大きく超えるなどにより、広い範囲で深い浸水が想定され

る区域。特にゼロメートル地帯は、被災した場合、台風等が去った後も長期間に渡り浸

水するおそれがあることから、想定される浸水深と家屋等の関係を確認する必要がある。 

 

警戒区域 特別警戒区域

1 神舞（１） 門川町 川内 急傾斜 ○
2 神舞（２） 門川町 川内 急傾斜 ○
3 神舞谷川 門川町 川内 土石流 ○
4 曽ﾉ田 門川町 川内 急傾斜 ○
5 西の園 門川町 川内 急傾斜 ○
6 丸尾 門川町 川内 急傾斜 ○
7 下の内 門川町 川内 急傾斜 ○
8 曽の田-1 門川町 川内 急傾斜 ○
9 曽の田-2 門川町 川内 急傾斜 ○
10 尾地ヶ谷 門川町 川内 急傾斜 ○
11 尾地ヶ谷川 門川町 川内 土石流 ○
12 上井野谷川1 門川町 川内 土石流 ○
13 丸の方 門川町 川内 土石流 ○
14 クサギ畑 門川町 川内 急傾斜 ○
15 大原 門川町 川内 急傾斜 ○ ○
16 鶴ノ前 門川町 川内 急傾斜 ○ ○
17 竹の下 門川町 川内 急傾斜 ○ ○
18 三ヶ瀬１ 門川町 七折 急傾斜 ○ ○
19 三ヶ瀬２ 門川町 岩井川 急傾斜 ○ ○
20 大原１ 門川町 岩井川 急傾斜 ○ ○
21 三ヶ瀬３ 門川町 岩井川 急傾斜 ○ ○
22 大原川 門川町 岩井川 土石流 ○
23 曽根谷川 門川町 庵川 土石流 ○
24 内田谷川 門川町 庵川 土石流 ○ ○
25 城畑 門川町 庵川 急傾斜 ○ ○
26 庵川 門川町 庵川 急傾斜 ○ ○
27 塩屋崎 門川町 庵川 急傾斜 ○ ○
28 須賀崎谷川 門川町 庵川 土石流 ○ ○
29 庵川西-3 門川町 庵川西一丁目 急傾斜 ○ ○
30 金磯谷川 門川町 庵川 土石流 ○ ○
31 鍋崎谷川 門川町 庵川 土石流 ○
32 谷ノ山谷川 門川町 庵川 土石流 ○ ○
33 南ヶ丘 門川町 門川尾末 急傾斜 ○ ○
34 天の山 門川町 門川尾末 急傾斜 ○ ○
35 上の山（二） 門川町 門川尾末 急傾斜 ○ ○

土砂災害警戒区域等
番号 区域名 市町村 町・大字

自然現象
の種類



 

11 
 

■門川町での該当地域 

対象区域：沿岸部沿いの地区 

高潮被害が想定される地区： 尾末地区、庵川西地区 

※門川町における高潮警報の発表基準は潮位 2.0mのため、海抜 2.0m以下の地区を選定。 

 

(4) 津波災害 

津波災害は、家屋の倒壊・流失をもたらすこと、想定を上回る津波の高さとなる可能性

があること、津波は勢いがあるため津波の高さよりも高い標高の地点まで駆け上がること、

地震の揺れによる海岸堤防の破壊や地盤沈下により、津波の浸水範囲が広くなる場合もあ

ることから、基本的には、屋内安全確保とはせず、できるだけ早く、できるだけ高い場所

へ移動する立ち退き避難を行う必要がある。 

■門川町での該当地域 

津波被害が想定される地区：南町地区、門川高校～五十鈴小学校地区、本町・上町・中

須地区、尾末８地区、栄ケ丘・梅ノ木地区、竹名地区、中

村地区、加草地区、庵川西地区、東地区、宮ケ原地区、東

栄町（本町）地区、平城・城が丘地区 

 

大津波警報の発表時 

①最大クラスの津波があった場合に想定される浸水の区域（津波防災地域づくりに関する

法律（平成 23 年法律第 123 号）に基づき都道府県が設定する津波浸水想定を踏まえ指

定した津波災害警戒区域等） 

②ただし、津波の浸水範囲は浸水想定の精度に限界があることから、上記の区域より内陸

側であっても、立ち退き避難を考えるべきである。 

 

津波警報の発表時 

①津波の高さが高いところで 3m と予想される。海岸堤防等の高さを確認して、潮位変化

も考慮した津波の高さに比べて海岸堤防等の高さが低い区域、海岸堤防等が無く地盤高

が低い地域、河川沿いの津波の遡上が予想される地域。 

②ただし、津波の高さは、予想される高さ 3m より局所的に高くなる場合も想定されるこ

とから、避難対象区域は広めに設定する必要がある。 

 

津波注意報の発表時 

①津波の高さが高いところで 1m と予想される。基本的には海岸沿いの海岸堤防の海側の

区域が対象となる。このため、避難行動の対象者は漁業従事者や港湾区域の就業者、海

岸でのレジャー目的の滞在者等となる。 

②海岸堤防が無い地域で地盤の低い区域では、立ち退き避難の対象とする必要がある。 
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(5) 複数の災害を考慮すべき地域 

地域によっては水害、土砂災害等の複数の災害からの立ち退き避難を想定すべきところ

があり、それぞれの災害のリスクに応じて避難を行う必要がある。 

 

水害（河川氾濫）の浸水範囲と土砂災害警戒区域が重複する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■門川町での該当地域 

該当地区：尾末東地区、城屋敷地区、小松地区、大内原地区、上井野地区 
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 2．地域防災計画資料編からの引用 

※資料番号は、地域防災計画資料編に合せています。 

 

2.1 日向灘地震 

 

【1.1.8.1】日向灘地震の想定震源域 
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【1.1.8.3】日向灘地震の震度分布 
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【1.1.8.4】日向灘地震の被害想定 （県防引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 南海トラフ地震 

 

想定ケースについて 

想定ケース①：内閣府（2012 年）が設定した強震断層モデルを用いて、宮崎県が独自に再解析

した想定結果に基づくケース。 

想定ケース②：宮崎県独自の想定結果に基づくケース。 

 

 

【2.1.2.7】想定ケース①②冬 18時（建物被害） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日向灘北部地震 日向灘南部地震

最大震度 震度６強 震度６強

津波の高さ 約５ｍ 約５ｍ

揺れによるもの 約３３０名 約８８０名

※津波によるもの 最大約６７０名 最大約６７０名

揺れによるもの 約１４，４００棟 約２２，６００棟

※津波によるもの 最大５，２００棟 最大５，２００棟

資料：宮崎県「平成18年度地震減災計画策定に係る地震・津波被害想定調査」
による。

死

者

数

全

壊
棟

数

人的被害

建物被害

全壊
（棟）

半壊
（棟）

全壊
（棟）

半壊
（棟）

全壊
（棟）

半壊
（棟）

門川町 約430 約1,600 約1,100 約1,600 約20 約30
県内全域 約7,100 約28,000 約50,000 約76,000 約430 約850
門川町 約430 約1,600 約1,200 約1,600 約20 約30

県内全域 約7,100 約28,000 約58,000 約81,000 約440 約910

火災

全壊
（棟）

半壊
（棟）

焼失
（棟）

全壊
・焼失
（棟）

半壊
（棟）

門川町 約3,200 約600 約20 約4,800 約3,800
県内全域 約29,000 約20,000 約3,100 約89,000 約124,000
門川町 約2,000 約1,000 約30 約3,600 約4,300

県内全域 約19,000 約19,000 約3,300 約88,000 約129,000

想定ケース① 冬18時

想定ケース② 冬18時

津波 合計

シナリオ
液状化 揺れ 急傾斜地崩壊

市町村

想定ケース①

想定ケース②

季節・時間

冬18時

冬18時

シナリオ 季節・時間 市町村
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【2.1.2.8】想定ケース①②（人的被害 死傷者数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②　人的被害

死傷者数（県内全域）

死者
（人）

(家具)
（人）

負傷者
（人）

(家具)
（人）

死者
（人）

負傷者
（人）

死者
（人）

負傷者
（人）

冬深夜 約3,700 約190 約20,000 約2,600 約50 約60 約31,000 約4,500

夏12時 約2,200 約90 約15,000 約1,600 約20 約20 約24,000 約3,400

冬18時 約3,000 約120 約15,000 約1,800 約30 約40 約23,000 約3,100

冬深夜 約4,200 約210 約21,000 約2,900 約50 約60 約24,000 約5,000

夏12時 約2,400 約100 約17,000 約1,700 約20 約30 約18,000 約3,500

冬18時 約3,400 約130 約17,000 約1,900 約40 約40 約17,000 約3,400

死者
（人）

負傷者
（人）

死者
（人）

負傷者
（人）

死者
（人）

負傷者
（人）

冬深夜 約90 約110 約0 約0 約35,000 約24,000

夏12時 約50 約120 約0 約150 約26,000 約19,000

冬18時 約170 約270 約10 約310 約26,000 約19,000

冬深夜 約110 約120 約0 約0 約28,000 約27,000

夏12時 約60 約130 約0 約150 約21,000 約20,000

冬18時 約200 約300 約10 約310 約21,000 約21,000

死傷者数（冬深夜現状の津波避難ビル有）
門川町

死者
（人）

(家具)
（人）

負傷者
（人）

(家具)
（人）

死者
（人）

負傷者
（人）

死者
（人）

負傷者
（人）

想定ケース① 冬深夜 約80 - 約440 約50 - - 約3,600 約330

想定ケース② 冬深夜 約90 - 約460 約60 - - 約2,800 約450

死者
（人）

負傷者
（人）

死者
（人）

負傷者
（人）

死者
（人）

負傷者
（人）

想定ケース① 冬深夜 - - - - 約3,600 約780

想定ケース② 冬深夜 - - - - 約2,900 約910

火災 ブロック塀他 合計

合計

想定
ケース①

想定
ケース②

シナリオ 季節・時間

－ ：わずか
（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、市町村別の数値はある
程度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。

シナリオ 季節・時間
火災 ブロック塀他

想定
ケース①

想定
ケース②

シナリオ 季節・時間
建物倒壊 急傾斜地崩壊 津波

シナリオ 季節・時間
建物倒壊 急傾斜地崩壊 津波
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【2.1.2.9】想定ケース①②（人的被害 要救助者数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2.1.2.10】想定ケース①②（ライフライン被害 上水道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②　人的被害

要救助者数（自力脱出困難者数）

冬深夜 夏12時 冬18時 冬深夜 夏12時 冬18時 冬深夜 夏12時 冬18時
門川町 約260 約120 約180 約340 約260 約280 約600 約380 約460

県内全域 約12,000 約7,300 約9,300 約13,000 約11,000 約11,000 約26,000 約18,000 約21,000

門川町 約280 約130 約190 約250 約210 約220 約530 約340 約410

県内全域 約14,000 約8,000 約10,000 約11,000 約8,700 約9,000 約24,000 約17,000 約19,000

－ ：わずか
（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、市町村別の数値はある程度幅を持って見る必要
があります。また、四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。

想定
ケース②

想定
ケース①

合計
（人）市町村シナリオ

揺れによる建物倒壊
に伴う要救助者数（人）

津波による要救助者数（人）

③　ライフライン被害 上水道

断水人口
（人）

断水率
（%）

断水人口
（人）

断水率
（%）

門川町 約18,000 約18,000 100% 約18,000 98%

県内全域 約1,094,000 約1,051,000 96% 約928,000 85%

門川町 約18,000 約18,000 100% 約18,000 97%

県内全域 約1,094,000 約1,058,000 97% 約948,000 87%

断水人口
（人）

断水率
（%）

断水人口
（人）

断水率
（%）

門川町 約18,000 約17,000 92% 約11,000 61%

県内全域 約1,094,000 約693,000 63% 約249,000 23%

門川町 約18,000 約16,000 86% 約8,100 44%

県内全域 約1,094,000 約706,000 65% 約240,000 22%

被災1ヶ月後

想定
ケース①

想定
ケース②

－ ：わずか
（注1）断水率は各市町村の給水人口に占める断水人口の割合としました。
（注2）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、市町村別の数値
はある程度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が一致しない場
合があります。

シナリオ
被災直後 被災1日後

想定
ケース①

想定
ケース②

給水人口
（人）

市町村

シナリオ 市町村
給水人口

（人）

被災1週間後
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【2.1.2.11】想定ケース①②（ライフライン被害 電力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③　ライフライン被害　電力

停電軒数
（軒）

停電率
（%）

停電軒数
（軒）

停電率
（%）

門川町 約8,700 約8,500 98% 約6,900 79%

県内全域 約590,000 約534,000 91% 約328,000 56%

門川町 約8,700 約8,400 97% 約6,400 74%

県内全域 約590,000 約541,000 92% 約341,000 58%

停電軒数
（軒）

停電率
（%）

停電軒数
（軒）

停電率
（%）

門川町 約8,700 約4,700 54% 約4,100 47%

県内全域 約590,000 約109,000 18% 約54,000 9%

門川町 約8,700 約3,700 43% 約3,000 35%

県内全域 約590,000 約105,000 18% 約43,000 7%

－ ：わずか
（注1）停電率は各市町村の電灯軒数に占める停電軒数の割合としました。
（注2）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、市町村別の数値
はある程度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が一致しない場
合があります。

想定
ケース①

想定
ケース②

シナリオ 市町村
電灯軒数

（軒）

被災4日後 被災1週間後

想定
ケース①

想定
ケース②

シナリオ 市町村
電灯軒数

（軒）

被災直後 被災1日後
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【2.1.2.12】想定ケース①②（ライフライン被害 通信） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③　ライフライン被害 通信

　固定電話

不通
回線数
（回線）

不通
回線率

（%）

不通
回線数
（回線）

不通
回線率

（%）
門川町 約5,100 約5,000 99% 約4,500 89%

県内全域 約372,000 約338,000 91% 約213,000 57%

門川町 約5,100 約5,000 98% 約4,200 83%

県内全域 約372,000 約343,000 92% 約221,000 59%

不通
回線数
（回線）

不通
回線率

（%）

不通
回線数
（回線）

不通
回線率

（%）
門川町 約5,100 約3,700 72% 約2,400 46%

県内全域 約372,000 約52,000 14% 約25,000 7%

門川町 約5,100 約2,900 56% 約1,700 33%

県内全域 約372,000 約42,000 11% 約18,000 5%

－ ：わずか
（注1）不通回線率は各市町村の回線数に占める不通回線数の割合としました。
（注2）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、市町村別の数
値はある程度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が一致しな
い場合があります。

被災1ヶ月後

想定
ケース①

想定
ケース②

市町村

想定
ケース①

想定
ケース②

シナリオ
回線数
（回線）

シナリオ 市町村

被災直後 被災1日後

回線数
（回線）

被災1週間後
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携帯電話

停波
基地局率

（%）

不通ラン
ク

停波
基地局率

（%）

不通ラン
ク

門川町 14% A 94% A

県内全域 13% A 69% A

門川町 14% A 89% A

県内全域 13% A 71% A

停波
基地局率

（%）

不通ラン
ク

停波
基地局率

（%）

不通ラン
ク

門川町 68% A 62% A

県内全域 32% - 22% -

門川町 57% A 49% A

県内全域 31% - 21% -

－ ：わずか
（注1）停波基地局率は、基地局全体に占める停波した基地局の割合としま
した。
（注2）携帯電話不通ランクA:非常につながりにくい、B:つながりにくい。C:や
やつながりにくい
（注3）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、市
町村別の数値はある程度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入
の関係で合計が一致しない場合があります。

被災1週間後

想定
ケース①

想定
ケース②

シナリオ 市町村

被災4日後

シナリオ 市町村

被災直後 被災1日後

想定
ケース①

想定
ケース②
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【2.1.2.13】想定ケース①②（交通施設被害） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④　交通施設被害

道路
計

(箇所)
門川町 約40 約10 約50

県内全域 約320 約1,100 約1,400

門川町 約20 約10 約30

県内全域 約260 約1,100 約1,400

想定
ケース①

想定
ケース②

－ ：わずか
（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、数値
はある程度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が一
致しない場合があります。

シナリオ 市町村
津波浸水域
被害（箇所）

津波浸水域外
被害（箇所）
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日豊本線 約100 約260 約370
日南線 約30 約140 約160
吉都線 約110 約110
肥薩線 約20 約20
宮崎空港線 - - -

合計 約130 約530 約660

-：わずか

日豊本線 約90 約280 約370
日南線 約30 約180 約210
吉都線 約120 約120
肥薩線 約20 約20
宮崎空港線 - - -

合計 約120 約600 約720

-：わずか

路線
津波浸水域
被害（箇所）

津波浸水域外
被害（箇所）

計
（箇所）

（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施してお
り、路線別の数値はある程度幅を持って見る必要があります。また、四
捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。

計
（箇所）

（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施してお
り、路線別の数値はある程度幅を持って見る必要があります。また、四
捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。

鉄道（想定ケース①）

鉄道（想定ケース②）

④　交通施設被害

路線
津波浸水域
被害（箇所）

津波浸水域外
被害（箇所）
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④　交通施設被害

岸壁数（箇所） 被害数（箇所） 施設数（箇所） 被害数（箇所）

1 都農漁港 2 2 10 9
1 富田漁港 1 1 6 6
1 野島漁港 1 1 5 3
1 鶯巣漁港 3 1
1 富士漁港 5 3
1 宮浦漁港 4 2
1 鵜戸漁港 5 2
1 夫婦浦漁港 1 - 3 -
1 市木漁港 2 - 9 1
1 本城漁港 7 1
1 福島高松漁港 2 -
2 川南漁港 4 4 6 6
2 青島漁港 3 2 12 9
2 大堂津漁港 5 1 4 1
2 南浦漁港 1 1 13 8
2 都井漁港 2 - 11 1
3 島野浦漁港 12 7 12 8
3 土々呂漁港 3 2 18 11
3 門川漁港 8 6 15 10
3 油津漁港 1 - 15 4
3 目井津漁港 7 1 12 2
4 北浦漁港 13 8 20 12
4 宮之浦漁港 3 - 9 1

合計 69 37 206 100

-：わずか

港湾（想定ケース①）

種別 名称
岸壁 その他係留施設

（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、漁港別の数値はある程
度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。
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岸壁数（箇所） 被害数（箇所） 施設数（箇所） 被害数（箇所）

1 都農漁港 2 2 10 9
1 富田漁港 1 1 6 6
1 野島漁港 1 1 5 3
1 鶯巣漁港 3 2
1 富士漁港 5 3
1 宮浦漁港 4 3
1 鵜戸漁港 5 4
1 夫婦浦漁港 1 1 3 2
1 市木漁港 2 2 9 8
1 本城漁港 7 6
1 福島高松漁港 2 1
2 川南漁港 4 4 6 6
2 青島漁港 3 2 12 9
2 大堂津漁港 5 4 4 3
2 南浦漁港 1 - 13 8
2 都井漁港 2 2 11 10
3 島野浦漁港 12 7 12 8
3 土々呂漁港 3 2 18 12
3 門川漁港 8 5 15 10
3 油津漁港 1 1 15 13
3 目井津漁港 7 6 12 11
4 北浦漁港 13 8 20 13
4 宮之浦漁港 3 3 9 8

合計 69 51 206 158

-：わずか

（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、漁港別の数値はある程
度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。

港湾（想定ケース②）

種別 名称
岸壁 その他係留施設
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【2.1.2.14】想定ケース①②（生活への影響 避難者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2.1.2.15】想定ケース①②（生活への影響 帰宅困難者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

門川町 約5,900 約650

県内全域 約479,000 約45,000

門川町 約5,900 約650

県内全域 約479,000 約45,000

⑤　生活への影響　帰宅困難者

想定
ケース①

想定
ケース②

（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施してお
り、市町村別の数値はある程度幅を持って見る必要があります。また、
四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。

就業者・通学者
数(人)

帰宅困難者
(人)

シナリオ 市町村

⑤　生活への影響　避難者

避難所 避難所外 避難所 避難所外
門川町 約11,000 約7,400 約3,800 約11,000 約9,300 約1,900

県内全域 約333,000 約211,000 約122,000 約393,000 約246,000 約147,000

門川町 約11,000 約7,200 約3,800 約9,900 約7,900 約2,000

県内全域 約332,000 約209,000 約123,000 約399,000 約242,000 約157,000

避難所 避難所外
門川町 約11,000 約3,300 約7,600

県内全域 約383,000 約115,000 約268,000

門川町 約9,600 約2,900 約6,800

県内全域 約393,000 約118,000 約275,000

避難者
（人）

想定
ケース①

想定
ケース②

－ ：わずか
（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、市町村別の数値はある
程度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。

被災１週間後

想定
ケース①

想定
ケース②

避難者
（人）

避難者
（人）

シナリオ 市町村
被災1日後

シナリオ 市町村
被災1ヶ月後
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【2.1.2.16】想定ケース①②（生活への影響 物資需要量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2.1.2.17】想定ケース①②（生活への影響 医療機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重傷者
(人)

門川町 約3,600 約780 約360 約110 約840 約410

県内全域 約35,000 約24,000 約13,000 約4,300 約20,000 約12,000

門川町 約2,900 約910 約410 約110 約810 約500

県内全域 約28,000 約27,000 約14,000 約4,400 約21,000 約13,000

⑤　生活への影響　医療機能

想定
ケース②

－ ：わずか
（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、市町村別の数値はある程度幅
を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。

死者
(人)

負傷者
(人)

要入院
(人)

要外来
(人)

要転院
患者数

(人)
シナリオ 市町村

人的被害 医療需要

想定
ケース①

食料
(食)

飲料水
(ℓ)

毛布
(枚)

食料
(食)

飲料水
(ℓ)

毛布
(枚)

門川町 約26,000 約54,000 約16,000 約33,000 約51,000 約21,000

県内全域 約760,000 約2,783,000 約371,000 約885,000 約2,079,000 約396,000

門川町 約26,000 約53,000 約13,000 約29,000 約47,000 約16,000

県内全域 約753,000 約2,844,000 約362,000 約870,000 約2,119,000 約372,000

食料
(食)

飲料水
(ℓ)

毛布
(枚)

門川町 約12,000 約34,000 約7,500

県内全域 約414,000 約748,000 約177,000

門川町 約10,000 約24,000 約5,900

県内全域 約424,000 約720,000 約174,000

－ ：わずか
（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、市町村別の数値はある
程度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。

被災１週間後

⑤　生活への影響　物資　需要量

想定
ケース①

想定
ケース②

シナリオ 市町村
被災1日後

シナリオ 市町村
被災1ヶ月後

想定
ケース①

想定
ケース②
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【2.1.2.18】想定ケース①②（産業廃棄物等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2.1.2.19】想定ケース①②（その他の被害 要配慮者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

避難所 避難所外 避難所 避難所外
門川町 約2,400 約1,600 約830 約2,400 約2,000 約410

県内全域 約73,000 約47,000 約27,000 約87,000 約54,000 約32,000

門川町 約2,400 約1,600 約830 約2,200 約1,700 約430

県内全域 約74,000 約47,000 約27,000 約90,000 約54,000 約35,000

避難所 避難所外
門川町 約2,400 約720 約1,700

県内全域 約84,000 約25,000 約59,000

門川町 約2,100 約640 約1,500

県内全域 約88,000 約26,000 約62,000

想定
ケース②

被災1ヶ月後

避難者
（人）

想定
ケース①

－ ：わずか
（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、市町村別の数値はある程
度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。
（注2）属性間での重複があります。

⑦　その他の被害　要配慮者

想定
ケース①

想定
ケース②

シナリオ 市町村
被災1日後 被災１週間後

避難者
（人）

避難者
（人）

シナリオ 市町村

⑥　産業廃棄物等

産業廃棄物 津波堆積物 計
門川町 約40 約20〜約40 約50〜約80

県内全域 約750 約390〜約830 約1,100〜約1,600

門川町 約30 約20〜約40 約40〜約60

県内全域 約720 約370〜約790 約1,100〜約1,500

産業廃棄物 津波堆積物 計
門川町 約30 約20〜約30 約50〜約60

県内全域 約710 約360〜約570 約1,100〜約1,300

門川町 約20 約20〜約20 約40〜約50

県内全域 約680 約340〜約540 約1,000〜約1,200

－ ：わずか
（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、市町村別
の数値はある程度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が
一致しない場合があります。

想定
ケース①

想定
ケース②

シナリオ 市町村
産業廃棄物（万トン）

シナリオ 市町村
産業廃棄物（万㎥）

想定
ケース①

想定
ケース②
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【2.1.2.20】想定ケース①②（その他の被害 要配慮者 1週間後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2.1.2.21】想定ケース①②（その他の被害 孤立集落） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

シナリオ 市町村
総数

(箇所)
農業集落

(箇所)
漁業集落

(箇所)
計

(箇所)
門川町 2 1 0 1

県内全域 575 34 35 69

門川町 2 0 0 0

県内全域 575 43 50 93

想定
ケース①

想定
ケース②

（注1）孤立集落の箇所数は、「中山間地等の集落散在地域における孤立集
落発生の可能性に関する状況フォローアップ調査内閣府平成22 年」におい
て、孤立可能性があるとされた集落を対象としています。

⑦　その他の被害 孤立集落（孤立可能性のある集落数）

シナリオ 市町村
65歳以上

の単身高齢者
(人)

5歳未満
の乳幼児

(人)

身体障害
者

(人)

知的障害
者

(人)

精神障害
者

(人)
門川町 約380 約540 約510 約90 約80

県内全域 約12,000 約11,000 約13,000 約2,200 約1,300

門川町 約330 約460 約430 約70 約60

県内全域 約12,000 約11,000 約13,000 約2,200 約1,300

シナリオ 市町村
要介護認定者

(要支援者を除く)
(人)

難病患者
(人)

妊産婦
(人)

外国人
(人)

門川町 約290 約70 約80 約30

県内全域 約8,600 約1,800 約3,000 約800

門川町 約250 約60 約60 約20

県内全域 約8,600 約1,800 約3,000 約840

⑦　その他の被害　要配慮者（１週間後の避難所避難者に占める）

－ ：わずか
（注1）今回の被害想定は、マクロの被害を把握する目的で実施しており、市町村別の
数値はある程度幅を持って見る必要があります。また、四捨五入の関係で合計が一
致しない場合があります。
（注2）属性間での重複があります。

想定
ケース①

想定
ケース②

想定
ケース①

想定
ケース②
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 III．事例集 

 

 1．まちあるきと津波避難訓練 
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引用資料：国土交通省 http://www.mlit.go.jp/crd/city/sigaiti/tobou/honpen3.pdf 

 

http://www.mlit.go.jp/crd/city/sigaiti/tobou/honpen3.pdf
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 2．シェイクアウト訓練 

 

(1) シェイクアウト訓練とは 

シェイクアウト訓練は 2008 年にアメリカで始まった地震防災訓練です。指定された日時

に 特定の会場に集まることなく、各家庭、職場、学校などの場所で、参加者が地震から身

を守るための 3 つの安全行動を約 1 分間行う訓練です。 

 

(2) なぜ行うのか 

地震が発生した時に、あなたはどこにいるかわかりません。家、職場、学校または旅行

中かもしれません。その時どのように行動するかによって、次の地震が発生した後の私た

ちの人生を大きく左右します。あなたはケガすることなく、早期復旧に取りかかる準備は

できていますか？ 

シェイクアウトは、地震の際の安全確保行動 1-2-3「まず低く、頭を守り、動かない」を

身につける機会です。さらに、シェイクアウトはあなた自身、あなたの地域、学校が、職

場などの組織が、非常時対策の見直し、防災グッズを確認、ケガを防ぐための身の回りの

安全対策をとるように促すことも目的としています。 

 

(3) 基本動作「まず低く、頭を守り、動かない」 

安全確保行動 1-2-3「まず低く、頭を守り、動かない」を実施することがなぜ大切なので

しょう？いざという時にすばやく反応するためには頻繁に練習を積んでおくことが必要で

す。地震発生時、激しい揺れに襲われるまで、または何かが落下してくるまで、自分の身

を守るためには数秒の猶予しかないかもしれません。いざという時に備えておくためには

日頃の訓練が必要不可欠です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●あなたが室内にいる時に地震が発生したら、その場で安全確保行動 1-2-3「まず低く、頭

を守り、動かない」を実践しましょう。 

・まず体勢を低くして地面に近づきましょう。（強いゆれであなたが倒れる前に！） 

・固定されたデスクやテーブルの下に入り、頭を守りましょう、頭を守るものがない場

合は、腕や荷物を使って、頭を守りましょう。 

・そして揺れが止まるまで動かずじっとしていましょう。揺れがおさまり屋外に出ても

安全上問題ないと判断するまで室内に留まっておきましょう。わが国のビルの大半は、

その場で留まっておいたほうが安全です。 
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●もし、あなたが外出中に地震が発生したら、まず、ビル、木、電柱や電線から離れた場

所を探し、そこで安全確保行動 1-2-3「まず低く、頭を守り、動かない」を実践しましょ

う。揺れが止まるまでそこに留まりましょう。 

●あなたが運転中に地震が発生したら、周りに何もない場所に停車し、シートベルトを締

めて地震が終わるまでそこで停止しましょう。 

  

地震のゆれ自体でケガすることはめったにありません。地震による死傷例の大半は家屋

の倒壊や、ガラスの破片や落下物が原因です。安全な場所へ避難しようと長距離を移動す

ることによりケガする例がもっとも多く、避難の際の移動距離を最小限に留めることがと

ても重要です。 

地震がくる前に一度周りを見渡してみてください。家、職場、学校などの屋内で、どこ

が安全な場所かを確認しましょう、そうすれば、いざ地震が発生した時に素早く行動に移

せます。いざという時に素早く安全な場所へ移動するよう反応できることにより、命が救

われるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料引用：日本シェイクアウト提唱会議 http://www.shakeout.jp/ 
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 3．初期消火訓練 

 

(1) 目的 

火災はいったん燃え広がり大規模になると、地域での初期消火では対応しきれず、消防

機関などに頼らざるをえません。そのため、基本的に火を出さない、出してしまっても家

族・地域で初期のうちに消し止めることが重要です。 

特に大地震に見舞われた場合は、消防車が駆けつけることができないことも想定されま

す。阪神・淡路大震災でも住宅密集地区を中心にいくつも火災が発生し、多くの生命、財

産が失われました。火災さえ迫ってこなければ、瓦礫や建物の下から救出できたであろう

方も少なくありませんでした。 

基本は、火災が広がってしまわないよう、近隣が協力してすぐに初期消火に取り組める

ようにすることです。しかし地域の一部の方が消火技術を習熟させただけでは不十分です。

できるだけ多くの住民が、実践的な初期消火訓練にかかわれるような工夫が必要になりま

す。なお、消火活動は火災の大小を問わず、なんらかの危険を伴うものでもあります。身

の危険を感じたら無理をせずに避難をすることも念頭に置きましょう。また、住民防災組

織などの防災リーダーは、火災そのものの特性、地域での初期消火の有効性と限界を認識

し、地域で効果的な初期消火訓練が実践できるよう努めましょう。 

 

(2) 訓練の手順 

火災を発見したら、あわてたり躊躇したりせずに、火災の発生を周囲に知らせ、初期消

火の態勢をとります。自宅のみならず周辺にも甚大な被害をもたらす可能性がありますの

で、自分だけでなんとかしようと思わないことが大切です。しかし実際に火災が発生して

いるのを見ると、あわててしまうことがあります。そこで、以下のような基本的な対応を

組み込んだ訓練場面を設定し、消火活動に取り組んでみましょう。 

①大声で「火事だー！」と叫び、周囲に知らせます 

・どんな小さな火災でも恥ずかしがらずに、周囲に知らせます。 

・家族や近所に知らせ、初期消火活動の態勢をとります。 

・家族や近所の方に 119 番通報してもらいます。 

・火災報知機があるときはボタンを押します。 

② 火元を見極め、消火活動を行います 

③ 消火器や三角バケツがあれば利用し、その他消火に有効なもの（座布団など）も利用し

ます 

④ 風上から消火活動を行います 

・懸命に消火を進めても、壁板やふすまの上方など上への方向に火が走り始めたり天井

に炎が達したら、迷うことなく避難しましょう。（煙に巻かれないよう身を低くして避

難します） 

・風下から消火活動を行うと、消火薬剤が目に入ったり、火災にあおられたりすること

がありますので、必ず風上から行いましょう。 
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(3) 消火活動の対応のありかた 

火災状況に応じた、「近隣住民・住民防災組織の消火活動」「対応のあり方」を検討して

おく必要があります。特に住民防災組織などの防災リーダーは、図上訓練などの方法を取

り入れて、イメージトレーニングをしておくとよいでしょう。 

たとえば、地域の住宅地図を用意し、「どのような近隣の協力が可能か」「防災リーダー

が近所にいるのか」「消火器はあるか」「消防車・救急車が通行可能な道路や消火栓の場所

はどこか」「避難誘導が必要となった場合、避難行動要支援者がいるのかどうか」「いると

すればどのように避難介助を行うのか」「危険物を扱っている工場はあるか」などについて

の情報を、地図上に書き込みます。 

その情報をもとに、状況に応じた訓練を積み重ねることで、どのような状況でも迅速か

つ正確に対応することができ、火災を地域で初期のうちに消し止められる可能性が高まり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料引用：東京都板橋区 

http://www.city.itabashi.tokyo.jp/c_kurashi/057/attached/attach_57278_2.pdf 
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 4．避難所運営訓練（さすけなぶる） 

 

(1) さすけなぶるとは 

東日本大震災において、福島県では、多くの大規模避難所が生まれました。想定外の広

域災害のため運営マニュアルの活用が困難な状況で、避難所運営スタッフは、これまでの

人生経験をフル活用して、避難所がいろんな被災者にとって安心で自立を支える場となる

よう、試行錯誤を繰り返しながら日々の問題に対応してきました。 

さすけなぶるは、東日本大震災における福島県内の避難所運営の教訓を生かして、避難

所運営に関わる可能性のあるみなさんに、広域災害時に避難所に起こる「リアル」を理解

し、想定外の事態に対しても、みなさんの人生経験を生かして、被災者の幸せを最優先と

した柔軟な対応の視点を身につけて頂くことを目的とした意思決定シミュレーションゲー

ムです。 

「さすけなぶる」で紹介されるエピソードは、福島県内の避難所などで実際に起こった

事例です。本ゲームを通じて、福島県の貴重な教訓が首都直下型地震や南海トラフ地震の

想定地域など多くの地域で生かされれば幸いです。 

 

「さすけなぶる」の由来 

サステイナブル（持続的な）と「さすけない」（「問題ない・大丈夫」を表す福島弁）を

組み合わせた言葉です。みんなで問題を解決しながら避難所でともに暮らす精神を表現し

ました。 

 

(2) 大規模避難所「ビックパレットふくしま」 

東日本大震災は、被害が甚大であった地域だけ見ても岩手県、宮城県、福島県の三県に

またがるという広域的で、かつ、地震、津波に加えて原子力災害を含む複合型であるとい

う、これまでわが国が体験したことのない巨大災害でした。とりわけ、原子力災害にみま

われた福島県の状況は、県内外におよそ 12 万人超（2014 年 12 月現在）という多くの避難

住民を抱え、生活の再建についても、未だ先が見えない不透明さを抱えています。また、

原子力災害によって強制的に避難させられた地域においては、地域コミュニティの維持が

できずバラバラで避難せざるをえなかったために、住民同士が結ばれることで築いてきた、

いわば地域社会の基礎をなすコミュニティの仕組みを創出するという状況も生みました。 

そのため、福島県郡山市に位置する産業振興のための施設である「ビックパレットふく

しま」避難所には、そうした福島県富岡町、川内村の住民が、2,500 人以上が避難してい

ました。いわゆる大規模避難所です。結果的に彼らは、発災後の 3 月 16 日から約 5 ヶ月強、

この大規模避難所で過ごすこととなりました。「ビックパレットふくしま避難所」での被災

者の抱えていた状況は、ノロウイルスなどの感染症も発生し「人が死ぬかもしれない」と

いうところまで追い込まれていました。被災者の表情も乏しく、希望を失いすべての意欲

を喪失しているかのような状態でした。 

このような状況は、地域コミュニティが脆弱な首都圏における首都直下型地震、津波被

害後の広域避難でコミュニティの分断が危惧される南海トラフ地震をはじめ、全国各地の

様々な災害による避難所で発生する可能性があります。 
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さすけなぶるでは、ゲームを通じて、参加者が避難所運営に必要な以下の 5 つの視点の

必要性を理解する機会を提供します。 

 

「さ」りげなく 

被災者の声に耳を傾け、生活環境の改善を進めよう。（声には「大きな声」と「小さな声」

があることを忘れずに） 

「す」ばやく 

被災者の生活（暮らし）実態や課題をしっかり把握しよう。 

（時間経過によるニーズ変化があることを忘れずに） 

「け」むたがらず 

被災者同士、被災者と支援者等が交流できる場をつくろう。 

（主体は被災者であることを忘れずに） 

「な」いものねだりをやめて 

地域の専門機関や団体等のネットワークを活用し、課題解決を進めよう。 

（「できない」ではなく、「どうすればできるか」の視点を忘れずに） 

「ふる」さとのような 

被災者の参画による自治的な組織をつくろう。 

（避難生活は、生活再建の第一歩であることを忘れずに） 

 

ここでは被災者という言葉を使用しますが、被災者は、あくまでも「人」です。人には、

それぞれに暮らしがあり、災害前までは、普通の暮らしをしていました。そこには、過去

から現在までのそれぞれの時間、それぞれのキャラクター、それから、それぞれのネット

ワークがあったはずです。 

決して被災者は「かわいそうな」人ではありません。ましてや一方的に助ける対象でも

ありません。ゲームに取り組む際には「人」という視点を忘れないことが大切です。 
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資料提供：福島大学うつくしまふくしま未来支援センター 
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 5．避難所運営訓練（HUG） 

 

(1) HUGとは 

日本は、世界有数の地震国であり、いつどこで大地震が発生しても不思議ではありませ

ん。大地震が発生した場合、家屋の倒壊や津波、火災、山・がけ崩れなどにより、被災し

た多くの人々が避難所での生活を強いられることになります。 

もし、あなたが避難所の運営をしなければならない立場になったとき、最初の段階で殺

到する人々や出来事にどう対応すれば良いのでしょうか。 

避難所 HUG は、避難所運営を皆で考えるためのひとつのアプローチとして静岡県が開

発したものです。避難者の年齢や性別、国籍やそれぞれが抱える事情が書かれたカードを、

避難所の体育館や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難所で起

こる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験するゲームです。 

プレイヤーは、このゲームを通して要配慮者への配慮をしながら部屋割りを考え、また

炊き出し場や仮設トイレの配置などの生活空間の確保、視察や取材対応といった出来事に

対して、思いのままに意見を出しあったり、話し合ったりしながらゲーム感覚で避難所の

運営を学ぶことができます。 

HUG は、H（hinanzyo 避難所）、U（unei 運営）、G（game ゲーム）の頭文字を取った

もので、英語で「抱きしめる」という意味です。避難者を優しく受け入れる避難所のイメ

ージと重ね合わせて名付けました。 

 

(2) 準備するもの 

 

①会議机と椅子 

ゲームは、数人 1 組のグループを何組か作って行いま

す。会議机 3 脚を集めて 1 グループ分のスペースを作

ります。1 グループは、読み上げ係を除いて、6 人以下

のプレイヤーで行うことを推奨します。  

なお、体育館や和室に座って行う場合は、ゲームに使

う用紙を囲んで座ります。  

 

②アイスブレイキングシート（簡単自己紹介用紙） 

説明書から、「アイスブレイキングシート（簡単自己紹

介用紙）」をコピーして参加者に 1 人 1 枚用意します。  

 

③カード 

1 番から 250 番までを順に並べたものを、1 グループに 1 セット準備します。  

250 番のカードは、御自身で作成するオリジナルカード用です。  
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④各用紙セット、セロハンテープ 

取扱説明書から「体育館」、「教室」、「敷地図」、「間取図」をコピーし、1 グループに 1

セット用意します。なお、体育館は 4 枚を貼り合わせて作るので、セロハンテープも準

備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ゲームの進め方 

①読み上げ係を決める 

避難所 HUG は、カードを読み上げてゲームを進めま

すので、グループに 1 人読み上げ係が必要です。  

読み上げ係はゲームの進行や助言役にもなりますので、

このゲームを経験したことがある方にするとよいでし

ょう。  

 

②スペースを作る 

ゲームスペースに、「体育館」、「敷地図」、「間取図」、「教室」用紙を置きます。「教室」

の用紙はどの教室を使うかわからないので、全部広げる必要はありません。 カードは、

読み上げ担当者が手に持ちます。カードをゲームスペ

ースに置くと、気の早い参加者が手に取りバラバラに

したり、順番を乱してしまうことがあるからです。  

 

③ゲームの設定条件を説明する 

避難当日の、設定条件（震度、気象条件、季節、時間、

被災状況、避難者の様子）を説明します。  

設定条件は基本的に任意ですが、参考設定を記載しま

すので、最初はこの設定に沿ってゲームをされると便利です。  

 

④自己紹介をする 

「アイスブレイキングシート（簡単自己紹介）」用紙を

使ってグループの中で自己紹介をします。各自が名前

等を書き始めてから、グループ内全員の自己紹介まで

が 5 分間で終了するようにします。ときどき、長話を

する人がいるので注意しましょう。  
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これはアイスブレイキングという手法で、簡単な自己紹介を通じて、初対面で緊張して

いる参加者の心をほぐすのが目的です。 

シートに記載されている以外の項目でも構いませんが、災害の体験を話してもらうと、

とても効果的です。  

十分な時間がないとか、知り合いの集まりだからということで、省略したくなるかもし

れませんが、アイスブレイキングをするとしないとでは、その後のゲームの進行や雰囲

気に大きな差が出ますので必ず行ってください。  

 

⑤ゲーム開始と作戦会議 

カードの 1 番から 15 番までを読みあげてからスペー

スに出し、プレイヤーは体育館にどのように配置する

かを相談します（通路や地区名を体育館の用紙に書き

込むことも自由です）。  

カードは、1 世帯分をまとめて読みあげます。必ず読

みあげてからプレイヤーに渡してください。プレイヤ

ーが前のカードを配置しながら次の避難者の状況を聞

くためです。読みあげずに渡すと、プレイヤーは特定の文字を拾い読みしてしまい、カ

ード情報を部分的にしか把握しないので対応が深まりません。また、カード情報をグル

ープ内に周知することでプレイヤー全員が危機感を持って対応にあたります。  

カード 1 枚は 1.5m×2.0m で、面積が 3 平方メートルとします。これは、避難者 1 人あ

たりの必要面積です。  

15 番までの中に、「誰ともなく受付を作ろうと言った。」というイベントカードが 1 枚入

っています。このカードの場合は、受付の場所を決めようという意味ですから、敷地図、

体育館または間取図のどこかに「受付」と記入します。  

 

⑥ゲーム本番以後、次々とカードを読み上げます。 

雨が降っていると設定した場合は、のんびり読んでい

ると避難者がびしょ濡れになってしまいます（晴れの

設定であっても、避難者は一刻も早く入室したいとい

う気持ちを、常に考えておかなければなりません）。  

カードを読みあげるときは、プレイヤーが前のカードを配置し終わる前に次のカードを

読みあげるのがコツです。実災害のときは、避難者は待ってくれません。  

ゲーム本番は、基本的に立って行ないましょう。動作の自由度が増し、会話が活発にな

ります。  

 

⑦ゲーム終了の準備 

カードをすべて配置したら、ゲーム終了です。  

あらかじめ、ゲーム時間を決めておくこともできます。

その場合は、終了予定時間が近づいたら、読み上げ係

を 2 人にしてスピードアップをするか、読み上げを終
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了し、残りのカードを紹介したりグループで回し読み

をします（この作業は 5 分程度で終了します）。  

 

⑧まとめ 

ゲーム終了後には、意見交換の時間を設けます（基本

は 30 分程度です）。  

用意したメモ用紙（付せん）を全員に配付し、次の質

問を記入します。  

 

私たちのグループでは、○○は△△だから、××しました。他のグループではどうしま

したか？ 

 

私たちのグループでは、盲導犬は、人と同じように扱うべきだと思ったので、家族とい

っしょに 1 年 2 組に入ってもらいました。他のグループでは、どうしましたか？記入し

たメモ用紙（付せん）をグループでまとめ、グループから 1 つを選んで発表してもらい

ます。その質問に対して、他のグループから意見を求めます。この質問を何回か繰り返

して、他のグループとの比較検討を行います。 以上でゲームは終了です。 
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資料引用：静岡県

https://www.pref.shizuoka.jp/bousai/seibu/hug/01hug-nani/01hug-nani.html 

  

https://www.pref.shizuoka.jp/bousai/seibu/hug/01hug-nani/01hug-nani.html
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 6．災害時の「食」と「衛生管理」 
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資料引用：新潟県「災害時の食に備える」 

http://www.pref.niigata.lg.jp/kashiwazaki_kenkou/1356756833745.html 


